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11月27日（日）に四日市市長選
挙が行われます。このコーナーは、
選挙啓発広報として 回シリーズ3
で掲載していきます。
さて、今年の 月に選挙権年齢6

が引き下げられ、18歳以上になれ
ば投票できるようになりました。
しかし、選挙で投票するためには、

「選挙人名簿」に登録されていなけ
ればならないことをご存じですか。

四日市市の選挙人名簿に登録される人は？
選挙人名簿に登録されるのは、①18歳以上の日本国

民で、②四日市市に住民票が作られた日から引き続き
カ月以上本市の住民基本台帳に記録されている人です。3
登録は、毎年「 月、 月、 月、12月の各月 日」に定期的に行わ3 6 9 2

れます。また、「選挙期日前の登録日」にも行われます。

今回の市長選挙で投票できる人は？
平成10年11月28日以前に生まれた人で、平成28年 月19日以前から8

引き続き市内に住所がある人です。

18歳以上の皆さんに投票を呼び掛ける
タイトルロゴです。

選挙管理委員会
（緯354－8269 胃359－0286）

問い合わせ先

教えて！
せんぴょん

選挙で大切な一票を投じるた
めにも、引っ越しをしたときは、
住民票を移しましょうね。

明治30年に市制が施行された四日
市市。これまでの120年間には、幾
度となく大きな苦難が訪れています。
昭和20年 月18日未明、米軍によ6

る大規模空襲で多くの市民が犠牲と
なり、市街地は一面焦土と化しまし
た。終戦後、市も市民も復興に懸命
に取り組み、昭和22年には市制50周
年を記念した「復興まつり」が開催
されました。

また、昭和34年 月26日には、9
伊勢湾台風に見舞われ、高潮・強風・
浸水などによって沿岸部は壊滅的な
被害を受けました。この伊勢湾台風
を契機として高潮対策が大きく進展
するとともに「災害対策基本法」が
制定されるなど、我が国における防
災対策の原点ともなりました。
さらに昭和30年代、全国有数の石

油化学工業都市となった本市では、
深刻な公害問題が生じました。全国
に先駆けて創設した公害健康被害者
に対する医療費救済制度や四日市公
害裁判などは、日本の公害問題の解

決への道を開き、産業の発展と環境
保全を両立させるきっかけとなりま
した。
これらの大きな苦難を乗り越え、

また教訓にし、四日市市はこれから
も歩み続けていきます。

→ →

政策推進課
（緯354－8112 胃354－3974）

問い合わせ先

〜数々の苦難を乗り越え120年〜

第 回3

四日市市は平成29年 月 日に市制120年を迎えます。本市の歴史を8 1
振り返り、市への誇りや愛着を持って未来への展望を一緒に考えてみ
ませんか。

伊勢湾台風の暴風と高波で破壊された
富田一色町の海岸地帯


